
議 会 だ よ り （12）平成23年５月12日

議会だより

３．11大地震が襲う！
　去る３月 11日午後２時 46分頃、岩手県
三陸沖を震源とする大地震が発生しました。
村内においても震度６弱を計測し、道路の
亀裂、水道の断水、民家の屋根瓦が落ちたり、
塀が崩れるなど大きな被害がありました。

（12面にも関連記事）

第 123 号
福 島 県 石 川 郡
玉 川 村 議 会

発行責任者　須 藤 利 夫
編集委員会　大和田　宏・溝 井 丈 樹
　　　　　　岡 部 勝 良・大 木 　 実

印 刷 　㈲円 谷 印 刷

主　な　内　容
村長の施政方針……………………………………… ２～３
３月議会でこんなことが決まりました…………… ４～６
平成23年度の予算と主な新規事業………………… ６～７
村政ここがききたい…………………………………８～11
新議員の紹介……………………………………………… 11
被災箇所を視察／議会のうごき………………………… 12

　

今
回
の
地
震
で
大
き
な
被
害
の
あ
っ
た
竜
崎
、
岩
法
寺
、
中
地
区
の
公
共
施
設
等
を
両
常
任
委
員
会

で
視
察
し
ま
し
た
。

　

竜
崎
字
糀
屋
地
内
の
下
水
道
施
設
、
岩
法
寺
字
竹
ノ
内
地
内
の
村
道
、
泉
中
学
校
の
体
育
館
や
泉
保

育
所
の
被
害
状
況
を
見
て
回
り
、
地
震
の
大
き
さ
を
確
認
す
る
と
と
も
に
村
執
行
部
に
対
し
早
急
な
対

策
を
講
じ
る
よ
う
要
請
し
ま
し
た
。

　

過
去
に
経
験
の
な
い
大
地
震
、

そ
し
て
東
電
福
島
第
一
原
発
事

故
、
ま
だ
ま
だ
収
ま
る
気
配
が
な

い
中
、
不
安
な
日
々
が
続
い
て
お

り
ま
す
。
被
害
に
遭
わ
れ
た
箇
所

の
一
日
も
早
い
復
旧
を
望
ん
で
お

り
ま
す
。

　

放
射
能
の
飛
散
は
、
あ
ら
ゆ
る

方
面
に
悪
影
響
を
も
た
ら
し
、
先

行
き
不
安
な
中
、
農
作
業
を
は
じ

め
そ
れ
ぞ
れ
作
業
を
進
め
て
お
り
、

一
刻
も
早
い
収
束
を
強
く
願
う
も

の
で
あ
り
ま
す
。
風
評
被
害
も
あ

り
栽
培
し
た
農
作
物
が
出
荷
で
き

る
の
か
心
配
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
こ
の
対
策
に
つ
い
て
は
村

と
Ｊ
Ａ
が
一
体
と
な
り
き
め
細
か

な
調
査
を
し
出
荷
で
き
る
よ
う
十

分
な
対
応
を
望
む
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
村
民
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
、
放
射
能
の
定
期
的
な

検
査
を
し
、
広
く
村
民
に
周
知
を

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

小
学
校
で
は
運
動
会
の
季
節
で

す
。
不
安
な
環
境
の
中
で
、
十
分

な
練
習
が
で
き
な
い
事
と
思
い
ま

す
が
、
当
日
は
元
気
い
っ
ぱ
い
校

庭
を
走
る
姿
に
接
し
元
気
を
も
ら

い
た
い
も
の
で
す
。 （

大
和
田
　
宏
）

３月11日発生の大地震により下水道のマンホールがせり上がった（竜崎の糀屋地内）

岩法寺字竹ノ内地内の村道の地割れ

泉中学校体育館南側の窓ガラスと枠が落下 竜崎字糀屋地内の村道と下水道の被害

県道田村・玉川線は地割れで通行止め

あ
　
と
　
が
　
き

村
内
の
被
災
箇
所
を
視
察

　
　
　
　

３
月
15
日　

両
常
任
委
員
会
で

き議会のうご

	 ７日	 石川地方町村会事務局長会議（石川町）
	 ９日	 平成23年第１回臨時議会
	 〃	 全員協議会
	 〃	 議会広報編集委員会
	 18日	 須賀川地方広域消防組合議会定例会（須賀川市）
	 21日	 議会への当初予算説明会
	 22日	 第２回福島県町村議会議長会総会（福島市）
	 24日	 石川地方生活環境施設組合議会定例会（石川町）
	 28日	 玉川村体育協会表彰式（文体クラブハウス）

２月

２日　	玉川村文化団体連絡協議会表彰式（文体クラブハウス）
４日	　議会運営委員会
９日～ 15日　３月定例議会
11日　中学校卒業式
27日　幼稚園卒園式
28日　小学校卒業式
（26日開催予定の「あぶくま高原道路開通式・祝賀会」及び
「公立岩瀬病院新病棟落成祝賀会」は震災のため中止）

３月

４日	 石川地方町村議会議長会（石川町）
６日	 村内各小中学校入学式
７日	 幼稚園入園式
15日	 全員協議会

４月
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本
村
も
人
口
減
少
や
高
齢
化
の

進
行
な
ど
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す

が
、
村
政
進
展
を
ゆ
る
ぎ
な
い
も

の
と
す
る
た
め
、
平
成
23
年
度
か

ら
平
成
27
年
度
ま
で
の
５
カ
年
を

計
画
期
間
と
し
た
玉
川
村
振
興
計

画
後
期
基
本
計
画
を
踏
ま
え
、村
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

一
　
歳
　
入

　

長
引
く
景
気
低
迷
に
よ
り
地
方

　

福
島
空
港
の
利
活
用
促
進
に
つ

い
て
は
、
あ
ぶ
く
ま
高
原
道
路
の

全
線
開
通
に
伴
い
県
の
大
型
観
光

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
推
進
事
業
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
な
が
ら
誘
客
に
努
め

る
。
就
航
路
線
の
確
保
と
引
き
続

き
10
人
以
上
で
利
用
す
る
団
体
へ

の
助
成
を
行
う
。
中
学
２
年
生
の

国
内
研
修
を
充
実
し
た
も
の
と
し

て
継
続
す
る
。
ま
た
、
女
性
の
村

政
等
へ
の
積
極
的
な
参
画
を
進
め

る
た
め
、
婦
人
活
動
や
組
織
化
の

た
め
の
支
援
を
行
う
。

　

子
育
て
支
援
と
し
て
は
、
引
き

続
き
中
学
３
年
生
ま
で
の
医
療
費

の
無
料
化
、学
童
預
か
り
保
育
や
幼

稚
園
延
長
保
育
、
保
育
所
の
土
曜

一
日
保
育
等
の
事
業
を
継
続
す
る
。

三
　
福
祉
と
健
康
づ
く
り

　

障
害
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
第

２
期
障
害
者
福
祉
計
画
に
基
づ
い

税
は
３
％
減
の
７
億
４
８
万
円
、

う
ち
市
町
村
民
税
は
14
・
１
％
減

の
２
億
１
４
２
６
万
円
、
国
の
地

方
財
政
計
画
に
よ
り
臨
時
財
政
対

策
債
が
45
・
２
％
減
の
１
億
７
０

０
０
万
円
と
な
り
、
地
方
債
全
体

で
は
24
％
減
の
２
億
６
５
４
０
万

円
と
な
っ
て
い
る
。

　

地
方
交
付
税
は
８
％
増
の
１
３

億
７
４
０
０
万
円
、
子
ど
も
手
当

に
お
け
る
３
歳
未
満
の
上
乗
せ
支

給
に
よ
り
国
庫
支
出
金
が
18
・

１
％
増
の
２
億
２
２
２
１
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

二
　
地
域
振
興

　

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る

た
め
各
行
政
区
に
地
域
活
性
化
定

住
対
策
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
Ｕ

タ
ー
ン
、
Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者
の
定

住
促
進
、
地
域
活
性
化
の
た
め
の

事
業
展
開
な
ど
を
行
う
。

平成23年５月12日 平成23年５月12日

３月定例議会
あらまし村

長
の
施
政
方
針（
３／９
）

　

平
成
23
年
３
月
定
例
議
会
は
、
３
月
９
日
か
ら
15
日
ま
で
の
７
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
会
期
中
に
東
日
本
大
震
災
と
い
う
未
曾
有
の
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
が
、
議
会
で
は
報
告
１

件
、
条
例
の
制
定
や
改
正
、
平
成
23
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
な
ど
村
長
提
出
議
案
24
件
、
議
員

発
議
２
件
を
審
議
し
、
全
て
原
案
ど
お
り
可
決
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
質
問
に
は
２
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
村
執
行
部
の
考
え
を
質
し
ま
し
た
。

て
進
め
る
。高
齢
者
福
祉
は
、ひ
と

り
暮
ら
し
高
齢
者
等
が
増
加
し
て

お
り
安
心
し
た
生
活
が
お
く
れ
る

よ
う
各
種
支
援
事
業
を
実
施
す
る
。

　

生
活
習
慣
病
予
防
を
推
進
す
る

た
め
健
康
教
室
、
健
康
相
談
を
行

い
、
各
種
が
ん
検
診
や
健
康
診
査

の
受
診
率
向
上
を
図
る
。
予
防
接

種
事
業
で
は
、
中
学
１
年
生
か
ら

３
年
生
ま
で
を
対
象
と
し
た
子
宮

頚
が
ん
ワ
ク
チ
ン
、生
後
２
か
月
か

ら
４
歳
児
ま
で
を
対
象
と
し
た
ヒ

ブ
ワ
ク
チ
ン
・
小
児
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
の
予
防
接
種
を
実
施
す
る
。

四
　
年
金
と
税
務

　

国
民
年
金
の
加
入
促
進
に
向
け

た
広
報
活
動
に
努
め
、
年
金
事
務

所
と
連
携
し
な
が
ら
相
談
に
あ
た

っ
て
ゆ
く
。

　

税
は
行
政
運
営
の
た
め
の
重
要

な
財
源
で
あ
る
。
し
か
し
、
景
気

の
低
迷
に
伴
っ
て
滞
納
額
が
増
え

未
収
金
の
回
収
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
税
の
公
平
、
公
正
な
負
担

を
目
指
し
て
、
よ
り
一
層
滞
納
整

理
に
取
り
組
む
と
と
も
に
滞
納
者

の
意
識
改
革
と
収
納
率
の
向
上
に

努
め
る
。

五
　
窓
口
業
務

　

利
用
者
の
利
便
性
を
図
る
た
め

今
年
度
も
引
き
続
き
毎
週
水
曜
日

の
延
長
窓
口
を
開
設
す
る
ほ
か
、

転
入
転
出
の
多
い
３
月
末
と
４
月

は
じ
め
に
「
日
曜
窓
口
」
を
開
設

す
る
。

六
　
環
境
対
策

　

村
地
球
温
暖
化
防
止
実
行
計
画

に
基
づ
き
、
引
き
続
き
公
共
施
設

の
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
の
目
標
達

成
と
河
川
の
水
質
調
査
を
実
施
し

て
水
質
保
全
に
取
り
組
む
。

　

ゴ
ミ
処
理
対
策
に
つ
い
て
は
、

エ
コ
バ
ッ
グ
の
普
及
促
進
や
資
源

ゴ
ミ
の
分
別
排
出
の
周
知
徹
底
を

図
り
ゴ
ミ
の
減
量
化
に
努
め
る
。

七
　
生
活
基
盤
の
整
備

　

生
活
道
路
の
維
持
管
理
に
は
各

地
区
で
道
普
請
・
堀
普
請
・
ク
リ

ー
ン
ア
ッ
プ
等
を
実
施
し
て
、
地

域
の
こ
と
は
地
域
で
行
う
機
運
に

な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
こ
で
、
村

で
は
砕
石
等
の
資
材
や
生
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
支
給
を
行
う
。
道
路
補

修
員
や
緊
急
雇
用
臨
時
職
員
に
よ

る
道
路
・
水
路
等
の
環
境
美
化
に

努
め
る
。

　

ま
た
、
道
路
整
備
事
業
と
し
て

五
路
線
の
整
備
を
計
画
し
て
い

る
。
国
道
・
県
道
の
整
備
に
つ
い

て
は
歩
道
未
整
備
区
間
の
整
備
促

進
、
右
折
レ
ー
ン
の
整
備
等
に
つ

い
て
努
力
す
る
。

　

河
川
の
水
質
汚
濁
防
止
と
下
水

道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
川
辺
・

竜
崎
・
須
釜
処
理
施
設
が
供
用
開

始
し
て
い
る
が
、
接
続
率
の
低
い

地
域
は
普
及
促
進
を
図
る
。
下
水

道
事
業
の
地
区
外
に
つ
い
て
は
、

浄
化
槽
の
整
備
を
図
っ
て
ゆ
く
。

　

上
水
道
に
つ
い
て
は
、
安
全
な

水
を
安
定
供
給
し
て
ゆ
く
た
め
水

道
施
設
の
維
持
管
理
に
努
め
る
。

ま
た
、
石
綿
セ
メ
ン
ト
管
更
新
事

業
に
つ
い
て
も
耐
震
性
に
優
れ
た

水
道
管
へ
の
更
新
を
行
う
。

　

水
道
未
供
給
区
域
に
お
い
て
使

用
さ
れ
て
い
る
井
戸
の
水
質
検
査

の
た
め
の
「
井
戸
水
水
質
検
査
事

業
」
に
つ
い
て
新
規
事
業
と
し
て

取
り
組
む
。

　

防
災
体
制
の
充
実
と
し
て
は
、

広
報
無
線
戸
別
受
信
機
更
新
事
業
、

消
火
栓
設
置
を
行
い
、
阿
武
隈
川

の
水
位
上
昇
に
伴
う
竜
崎
・
中
地

区
の
湛
水
防
除
事
業
は
平
成
18
年

度
よ
り
実
施
し
て
き
た
が
、
23
年

度
で
４
基
が
完
成
予
定
で
あ
る
。

八
　
産
業
の
振
興

　

環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携
協

定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
へ
の
参
加
に
つ
い

て
は
、
関
税
撤
廃
を
前
提
と
し
た

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
加
入
す
れ
ば
日
本
の
農

業
は
壊
滅
的
打
撃
を
受
け
、
食
糧

自
給
率
は
大
幅
に
落
ち
込
む
と
見

込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
農
業
関
係

団
体
と
足
並
み
を
揃
え
て
Ｔ
Ｐ
Ｐ

参
加
阻
止
に
向
け
た
姿
勢
で
臨
む
。

　

農
業
者
、
Ｊ
Ａ
等
関
係
団
体
と

連
携
し
畑
作
農
家
を
対
象
と
す
る

「
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
」

の
加
入
推
進
と
「
水
田
活
用
の
所

得
補
償
交
付
金
」
に
よ
る
米
の
需

給
調
整
対
策
を
進
め
る
。
ま
た
、

川
辺
地
区
の
水
稲
直
播
栽
培
も
支

援
を
行
う
。
女
性
や
高
齢
者
を
対

象
と
し
た
20
坪
ハ
ウ
ス
設
置
事
業

を
継
続
す
る
。

　

畜
産
振
興
は
、
肉
用
繁
殖
導
入

メ
ス
牛
の
初
期
費
用
を
軽
減
す
る

た
め
の
支
援
、
耕
作
放
棄
地
解
消

と
高
齢
者
の
生
き
が
い
対
策
の
創

出
の
た
め
の
優
良
め
ん
羊
導
入
事

業
を
支
援
す
る
。

　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
支
援
事
業
と
し

て
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
導
入
の

補
助
を
継
続
す
る
。

　

商
工
業
振
興
施
策
と
し
て
村
商

工
会
運
営
に
助
成
し
、
夏
祭
り
事

業
や
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
を

支
援
す
る
。
昨
年
開
催
し
た
農
・

商
・
工
連
携
に
よ
る
「
た
ま
か
わ

産
業
ま
つ
り
」
は
更
に
バ
ー
ジ
ョ

ン
ア
ッ
プ
し
て
開
催
す
る
。

九
　
教
育
の
振
興

　
「
幼
・
小
・
中
連
携
強
化
推
進

事
業
」
も
二
年
目
を
迎
え
、
昨
年

度
の
成
果
や
課
題
を
分
析
し
て
取

り
組
む
考
え
で
あ
る
。

　

今
年
度
は
、
小
学
校
が
新
学
習

指
導
要
領
の
完
全
実
施
と
な
り
外

国
語
活
動
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
外
国
人
講
師
の
積
極
的
な
活

用
と
算
数
・
数
学
教
育
指
導
員
に

よ
る
支
援
事
業
の
充
実
、
特
別
支

援
を
要
す
る
児
童
に
対
す
る
特
別

支
援
員
の
配
置
、
Ｉ

※

Ｃ
Ｔ
の
積
極

的
な
活
用
の
た
め
の
教
育
環
境
整

備
な
ど
特
色
あ
る
学
校
教
育
を
推

進
す
る
。ま
た
、預
か
り
保
育
・
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
を
幼
稚
園
業
務
と

し
て
管
理
し
、
子
育
て
支
援
の
充

実
を
推
進
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

　

公
民
館
事
業
に
お
い
て
は
、
誰

も
が
学
べ
る
、
生
き
が
い
に
満
ち

た
生
涯
学
習
の
推
進
、
潤
い
あ
る

生
活
と
健
康
・
体
力
の
向
上
を
育

む
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
、
地
域

の
女
性
や
青
年
の
活
性
化
支
援
な

ど
村
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
様
々

な
講
座
や
交
流
の
場
の
あ
る
活
動

を
展
開
し
て
ゆ
く
。

※ ICTとは…情報通信技術（Information and Communication Technology）

あぶくま高原道路・石川母畑ＩＣ付近

阿武隈川の水位上昇を防ぐ湛水防除機
石森　春男 村長
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（
次
頁
へ
つ
づ
く
）

産業まつり

住民生活に光をそそぐ交付金で図書を購入

円
を
減
額
し
、
療
養
給
付
費
交
付

金
で
１
６
８
７
万
５
千
円
、
保
険

税
で
２
０
５
万
３
千
円
を
増
額
す

る
も
の
で
あ
る
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
保
険
給

付
費
で
４
１
４
２
万
円
、
保
険
事

業
費
で
３
６
７
万
５
千
円
、
予
備

費
で
３
１
８
万
７
千
円
を
減
額
す

る
も
の
で
あ
る
。　
（
起
立
全
員
）

　

今
回
の
補
正
は
、
本
会
計
設
置

の
最
終
年
度
と
な
る
た
め
の
精
算

に
係
る
補
正
で
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
１
０
０
万
８
千
円
を
減
額

し
、
予
算
総
額
を
３
４
７
万
３
千

円
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
支
払
基

金
交
付
金
で
50
万
４
千
円
、
国
庫

支
出
金
で
33
万
３
千
円
を
減
額
す

る
。
歳
出
に
お
い
て
は
、
医
療
諸

費
で
１
０
０
万
７
千
円
を
減
額
す

る
も
の
で
あ
る
。　
（
起
立
全
員
）

　

今
回
の
補
正
は
、
歳
入
歳
出
そ

　

本
村
に
お
け
る
公
共
施
設
等
の

整
備
の
円
滑
化
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
地
方
自
治
法
第
２
４

１
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
基

金
条
例
を
制
定
す
る
も
の
。

（
起
立
全
員
）

　

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
本
条
例
を
改
正
す
る
も
の
。

（
起
立
全
員
）

　

昨
年
の
県
人
事
委
員
会
勧
告
に

よ
る
通
勤
手
当
の
支
給
額
の
引
き

上
げ
及
び
再
任
用
短
時
間
勤
務
職

員
が
１
週
間
の
正
規
の
勤
務
時
間

を
超
え
て
勤
務
し
た
場
合
で
あ
っ

て
も
、
週
当
た
り
38
時
間
45
分
に

達
す
る
ま
で
の
勤
務
に
つ
い
て
は
、

合
か
ら
脱
退
す
る
旨
の
申
し
出
が

あ
り
、
組
合
議
会
議
員
の
定
数
の

変
更
、
管
理
者
の
選
任
方
法
の
変

更
等
に
つ
い
て
福
島
県
市
町
村
総

合
事
務
組
合
か
ら
協
議
が
あ
っ
た

た
め
、
議
会
か
ら
委
任
さ
れ
て
い

る
専
決
処
分
を
し
た
の
で
地
方
自

治
法
第
１
８
０
条
第
２
項
の
規
定

に
よ
り
報
告
さ
れ
た
。

　

本
村
の
振
興
及
び
地
域
の
活
性

化
に
資
す
る
事
業
の
費
用
に
充
て

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
地
方
自

治
法
第
２
４
１
条
第
１
項
の
規
定

に
基
づ
き
基
金
条
例
を
制
定
す
る

も
の
。　
　
　
　
　
（
起
立
全
員
）

　

福
島
地
方
広
域
行
政
組
合
が
平

成
23
年
３
月
31
日
に
解
散
す
る
こ

と
で
福
島
県
市
町
村
総
合
事
務
組

条
例
に
か
か
わ
ら
ず
超
過
勤
務
手

当
を
支
給
し
な
い
旨
の
規
定
を
追

加
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
本
条
例

を
改
正
す
る
も
の
。（
起
立
全
員
）

　

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
本
条
例
を
改
正
す
る
も
の
。

（
起
立
全
員
）

　

玉
川
村
優
良
肉
牛
飼
育
事
業
基

金
の
貸
し
付
け
希
望
者
の
増
加
に

伴
い
、
玉
川
村
家
畜
導
入
事
業
基

金
よ
り
玉
川
村
優
良
肉
牛
飼
育
事

業
基
金
へ
１
２
０
万
円
の
繰
り
入

れ
を
行
い
運
用
し
て
き
た
が
、
貸

付
金
が
償
還
さ
れ
た
た
め
、
戻
し

入
れ
を
す
る
た
め
に
条
例
を
改
正

す
る
も
の
。　
　
　
（
起
立
全
員
）

　

玉
川
村
優
良
肉
牛
飼
育
事
業
基

金
よ
り
玉
川
村
家
畜
導
入
事
業
基

金
１
２
０
万
円
を
戻
し
入
れ
す
る

た
め
に
条
例
を
改
正
す
る
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
起
立
全
員
）

　

玉
川
村
公
の
施
設
に
係
る
指
定

管
理
者
の
手
続
等
に
関
す
る
条
例

第
５
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
と
な
る

べ
き
者
を
左
の
表
の
と
お
り
選
定

し
管
理
者
と
し
、
地
方
自
治
法
第

２
４
４
条
の
２
第
６
項
の
規
定
に

基
づ
き
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も

の
。　
　
　
　
　
　
（
起
立
全
員
）

　

あ
ぶ
く
ま
高
原
道
路
の
建
設
に

伴
い
施
工
し
た
道
路
施
設
を
玉
川

村
に
移
管
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

新
た
に
村
道
吉
︱
18
号
線
、
南
︱

49
号
線
を
村
道
と
し
て
認
定
す
る

た
め
道
路
法
第
８
条
第
２
項
の
規

定
に
よ
り
議
会
の
議
決
を
求
め
る

も
の
。　
　
　
　
　
（
起
立
全
員
）

　

今
回
の
補
正
は
、
非
課
税
世
帯

の
増
及
び
企
業
収
益
の
減
等
に
伴

う
村
税
の
見
直
し
、
更
に
、
国
に

お
け
る
１
次
補
正
の
地
域
活
性

化
・
住
民
生
活
に
光
を
そ
そ
ぐ
交

付
金
の
追
加
配
分
に
係
る
事
業
と

各
種
事
業
の
精
算
に
か
か
る
も
の

を
主
と
す
る
も
の
で
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
６
８
９
万
４
千
円
を
増

額
し
、
予
算
総
額
を
33
億
８
７
２

６
万
２
千
円
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
で
減
と
な
る

の
は
、村
税
４
１
０
６
万
２
千
円
、

各
種
補
助
事
業
の
精
算
に
伴
い
県

支
出
金
４
１
７
万
８
千
円
、
使
用

料
及
び
手
数
料
４
１
０
万
８
千
円

で
あ
る
。
増
と
な
る
も
の
は
、
国

に
お
け
る
１
次
補
正
の
地
域
活
性

化
・
住
民
生
活
に
光
を
そ
そ
ぐ
交

付
金
事
業
の
追
加
配
分
等
の
国
庫

支
出
金
１
０
３
５
万
円
で
あ
る
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
で
減
と
な
る

の
は
、
子
ど
も
手
当
等
に
係
る
民

生
費
１
９
０
１
万
２
千
円
、
各
種

健
診
の
精
算
等
に
よ
る
衛
生
費
１

２
６
３
万
８
千
円
、
社
会
資
本
整

備
総
合
交
付
金
事
業
に
係
る
土
木

費
１
０
４
６
万
円
で
あ
る
。

専
決
処
分
の
報
告

福
島
県
市
町
村
総
合
事

務
組
合
の
規
約
変
更

３
月
定
例
議
会
で

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た

　

増
と
な
る
も
の
は
、
今
議
会
に

お
い
て
制
定
を
諮
る
玉
川
村
地
域

活
性
化
基
金
及
び
玉
川
村
公
共
施

設
等
整
備
基
金
へ
の
積
立
金
に
係

る
諸
支
出
金
６
１
０
４
万
円
で
あ

る
。

　

な
お
、
国
の
補
正
予
算
に
係
る

地
域
活
性
化
の
た
め
の
「
き
め
細

か
な
交
付
金
事
業
」及
び「
住
民
生

活
に
光
を
そ
そ
ぐ
交
付
金
事
業
」、

社
会
資
本
総
合
交
付
金
事
業
、
更

に
子
ど
も
手
当
シ
ス
テ
ム
改
修
事

業
に
つ
い
て
は
、
次
年
度
へ
繰
り

越
し
て
事
業
を
実
施
す
る
た
め
繰

越
明
許
費
と
す
る
。 （
起
立
全
員
）

　

今
回
の
補
正
は
、
保
険
給
付
費

の
減
額
及
び
事
業
費
確
定
に
よ
る

不
要
額
の
減
額
を
す
る
た
め
の
も

の
で
、
歳
入
歳
出
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

４
７
５
８
万
１
千
円
を
減
額
し
、

予
算
総
額
を
７
億
６
８
６
８
万
８

千
円
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
国
庫
支

出
金
で
３
９
７
５
万
３
千
円
、
共

同
事
業
交
付
金
で
２
３
３
２
万
８

千
円
、
繰
入
金
で
２
９
５
万
６
千

れ
ぞ
れ
９
千
円
を
減
額
し
、
予
算

総
額
を
３
億
４
４
７
４
万
１
千
円

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
保
険
料

で
４
５
３
万
３
千
円
、
繰
入
金
で

２
０
５
万
６
千
円
を
減
額
し
、
国

庫
支
出
金
で
６
６
６
万
５
千
円
を

増
額
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
地
域
支
援

事
業
費
で
１
１
３
万
６
千
円
を
減

額
し
、
保
険
給
付
費
で
63
万
２
千

円
、
総
務
費
で
49
万
５
千
円
を
増

額
す
る
も
の
で
あ
る
。（

起
立
全
員
）

　

今
回
の
補
正
は
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
92
万
６
千
円
を
減
額
し
、

予
算
総
額
を
４
３
６
０
万
円
と
す

る
も
の
で
あ
る
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
保
険
料

で
92
万
９
千
円
を
減
額
す
る
。
歳

出
の
主
な
も
の
は
、
広
域
連
合
納

付
金
で
71
万
１
千
円
を
減
額
す
る

も
の
で
あ
る
。　

　
（
起
立
全
員
）

玉
川
村
職
員
の
勤
務
時

間
、
休
暇
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

玉
川
村
公
共
施
設
等
整

備
基
金
条
例
の
制
定

職
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

玉
川
村
地
域
活
性
化
基

金
条
例
の
制
定

職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

玉
川
村
優
良
肉
牛
飼
育

事
業
基
金
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

玉
川
村
家
畜
導
入
事
業

基
金
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

補
正
予
算

条
　
例
　
等

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）

国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
３
号
）

老
人
保
健
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

介
護
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）

村
道
の
路
線
認
定

指
定
管
理
者
の
指
定

指定する施設の名称 指定する
管理者

指定する
期間

玉川村ふれあいセンター ㈳玉川村社会
福祉協議会

H23.4.1
～

H28.3.31

蒜生地区農業構造改善センター 蒜生区

岩法寺地区農業構造改善センター 岩法寺区

北須釜生活改善センター 北須釜区

小高集会所 小高区

竜崎集会所 竜崎区

玉川村生産物直売所 ㈱こぶしの里

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
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支
出
の
主
な
も
の
は
、
一
般
管

理
費
に
つ
い
て
の
補
正
を
行
う
も

の
で
、
原
水
及
び
浄
水
費
を
１
１

４
万
円
、
総
係
費
を
16
万
円
減
額

し
、
配
水
及
び
給
水
費
で
１
６
２

万
円
増
額
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
起
立
全
員
）

　

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会
で

審
議
し
た
結
果
、
採
択
す
る
こ
と

に
決
定
し
た
。

　

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会
で

審
議
し
た
結
果
、
採
択
す
る
こ
と

に
決
定
し
た
。

平成23年５月12日 平成23年５月12日 （６）（７）

上水道の水道管敷設替工事（５年計画で耐震性も向上）

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
一
般
管

理
費
を
41
万
６
千
円
、
償
還
元
金

を
２
９
３
０
万
円
減
額
す
る
も
の

で
あ
る
。　
　
　
　
（
起
立
全
員
）

　

収
益
的
収
入
及
び
支
出
総
額
を

１
億
７
９
７
５
万
５
千
円
と
す
る

も
の
で
あ
る
。

　

収
益
的
収
入
の
主
な
も
の
は
、

営
業
収
益
を
１
０
４
万
円
減
額

し
、
営
業
外
収
益
を
１
３
６
万
円

増
額
す
る
も
の
で
あ
る
。

◦歳　出　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
款 23年度当初 22年度当初 増減額

１	 議　 会　 費 91,608 64,449 27,159

２	 総　 務　 費 394,250 419,163 △ 24,913

３	 民　 生　 費 708,821 674,819 34,002

４	 衛　 生　 費 436,820 365,697 71,123

５	 労　 働　 費 85 90 △ 5

６	 農 林 水 産 業 費 245,298 216,132 29,166

７	 商　 工　 費 44,039 42,629 1,410

８	 土　 木　 費 178,573 160,919 17,654

９	 消　 防　 費 151,121 153,654 △ 2,533

10	 教　 育　 費 305,595 333,255 △ 27,660

11	 災 害 復 旧 費 4 3 1

12	 公　 債　 費 504,165 496,211 7,954

13	 諸 支 出 金 35,074 119,061 △ 83,987

14	 予　 備　 費 4,547 3,918 629

歳出合計 3,100,000 3,050,000 50,000

◦歳　入　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
款 23年度当初 22年度当初 増減額

１	 村 　 　 　 税 700,483 722,417 △ 21,934

２	 地 方 譲 与 税 51,236 55,798 △ 4,562

３	 利 子 割 交 付 金 1,729 1,969 △ 240

４	 配 当 割 交 付 金 254 287 △ 33

５	 株式等譲渡所得割交付金 120 302 △ 182

６	 地方消費税交付金 61,806 61,948 △ 142

７	 自動車取得税交付金 8,603 10,028 △ 1,425

８	 地 方 特例交付金 10,424 9,952 472

９	 地 方 交 付 税 1,374,000 1,272,000 102,000

10	 交通安全対策特別交付金 1,395 1,311 84

11	 分担金及び負担金 22,616 26,650 △ 4,034

12	 使用料及び手数料 66,855 69,796 △ 2,941

13	 国 庫 支 出 金 222,219 188,123 34,096

14	 県 支 出 金 187,389 173,966 13,423

15	 財 産 収 入 5,638 5,893 △ 255

16	 寄 　 付 　 金 2 2 0

17	 繰 　 入 　 金 36,906 1,035 35,871

18	 繰 　 越 　 金 30,000 30,000 0

19	 諸 　 収 　 入 52,925 69,123 △ 16,198

20	 村 　 　 　 債 265,400 349,400 △ 84,000

歳入合計 3,100,000 3,050,000 50,000

平成23年度　特別会計・上水道事業会計予算
（単位：千円）

会計区分 23年度予算 22年度予算 増減額

国民健康保険特別会計 810,780 803,559 7,221

老 人 保 健 特 別 会 計 0 1,010 △ 1,010

介 護 保 険 特 別 会 計 352,168 327,004 25,164

後期高齢者医療特別会計 44,280 44,370 △ 90

農業集落排水事業特別会計 118,749 146,589 △ 27,840

簡易水道事業特別会計 21,424 49,350 △ 27,926

上水道事業

収　益　的 184,225 179,239 4,986

資　本　的 416,984 411,713 5,271

計 601,209 590,952 10,257

合　　計 1,948,610 1,962,834 △ 14,224

平成23年度　主な新規事業等
（単位：千円）

事　　業　　名 金額

議員共済給付費負担金（議員年金廃止に伴う経過措置） 26,763

屋根防水改修工事（本庁舎、北庁舎） 3,980

エアコン設置工事（北庁舎会議室、教育委員会） 1,996

公共施設内のテレビ更新（地デジ対応 19台） 1,995

玉川村公式ホームページのリニューアル 3,171

広報無線戸別受信機の更新助成 2,153

井戸水の水質検査（水道未供給区域） 1,303

川辺沖駅の駐輪場設置工事 1,706

消火栓設置工事（小高区 118号線西側） 1,372

予防接種委託料（子宮頸がん、ヒブ、小児肺炎球菌等） 22,769

高齢者施設へのスプリンクラー緊急整備推進事業 1,575

施設園芸参入支援事業 5,437

優良めん羊導入事業、導入牛育成支援事業 2,000

森林整備加速化・林業再生基金事業 25,000

平成23年度　一般会計予算
　

今
回
の
補
正
は
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
３
３
６
０
万
円
を
減
額
し
、

予
算
総
額
を
１
億
１
４
４
４
万
３

千
円
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
下
水
道

使
用
料
を
20
万
円
、
一
般
会
計
繰

入
金
を
１
９
０
万
円
、
下
水
道
事

業
債
を
３
１
５
０
万
円
減
額
す
る

も
の
で
あ
る
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、一般
管
理

費
を
２
１
０
万
円
、
償
還
元
金
を

３
１
５
０
万
円
減
額
す
る
も
の
で
あ

る
。　
　
　
　
　
　
（
起
立
全
員
）

　

今
回
の
補
正
は
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
２
９
７
１
万
６
千
円
を
減

額
し
、
予
算
総
額
を
１
９
６
３
万

４
千
円
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
手
数
料

を
７
万
９
千
円
増
額
し
、
使
用
料

を
49
万
５
千
円
、
簡
易
水
道
事
業

債
借
換
債
を
２
９
３
０
万
円
減
額

す
る
も
の
で
あ
る
。

●
福
島
県
最
低
賃
金
の
引
き

上
げ
と
早
期
発
効
を
求
め

る
意
見
書
提
出
の
請
願

請
願
者

日
本
労
働
組
合
総
連
合
会

福
島
県
連
合
会
石
川
地
区
連
合
会

　
　

議
長　

橋　

本　
　

亀

　

平
成
23
年
度
の
予
算
編
成
は
、

被
保
険
者
の
動
向
を
踏
ま
え
、
福

島
県
や
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払

基
金
の
指
標
等
に
基
づ
き
、
適
正

な
保
険
給
付
、
公
平
な
賦
課
・
徴

収
、
効
果
的
な
保
険
事
業
の
実
施

を
目
指
し
て
編
成
し
た
と
こ
ろ
、

予
算
総
額
は
８
億
１
０
７
８
万
円

と
な
っ
た
。　
　
　
（
起
立
全
員
）

　

介
護
保
険
特
別
会
計
は
、
65
歳

以
上
の
高
齢
者
人
口
が
増
加
傾
向

に
あ
り
、
要
介
護
認
定
者
が
増
え

保
健
給
付
費
が
伸
び
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。
給
付
の
適
正
化
と
健

全
財
政
を
目
指
し
て
編
成
し
た
と

こ
ろ
、
予
算
総
額
は
３
億
５
２
１

６
万
８
千
円
と
な
っ
た
。

　

な
お
、
そ
の
他
の
特
別
会
計
の

後
期
高
齢
者
医
療
、
農
業
集
落
排

水
事
業
、簡
易
水
道
事
業
、上
水
道

事
業
の
予
算
は
、
次
ペ
ー
ジ
の
表

の
と
お
り
で
あ
る
。（
起
立
全
員
）

　

請
願
の
あ
っ
た
２
件
に
つ
い

て
、
意
見
書
を
議
員
発
議
で
本
会

議
に
提
案
し
た
。
そ
の
結
果
、
ど

ち
ら
も
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
、

関
係
機
関
に
提
出
さ
れ
た
。

　

提
出
さ
れ
た
意
見
書
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

●
公
契
約
に
関
す
る
基
本
法
の
制

定
を
求
め
る
意
見
書

●
福
島
県
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ

と
早
期
発
効
を
求
め
る
意
見
書

　

平
成
23
年
度
の
予
算
編
成
は
、

国
の
政
府
予
算
案
や
地
方
財
政
計

画
、県
の
予
算
編
成
指
針
、更
に
は

最
近
の
景
気
動
向
に
留
意
し
、
事

務
事
業
の
見
直
し
な
ど
効
果
的
な

行
政
運
営
を
目
指
し
て
編
成
し
た

と
こ
ろ
予
算
総
額
は
31
億
円
で
、

対
前
年
比
５
０
０
０
万
円
、１
・
６

％
の
増
と
な
っ
た
。（
起
立
全
員
）

簡
易
水
道
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
２
号
）

上
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

●
公
契
約
に
関
す
る
基
本
法

の
制
定
を
求
め
る
意
見
書

提
出
の
請
願

請
願
者

日
本
労
働
組
合
総
連
合
会

福
島
県
連
合
会
石
川
地
区
連
合
会

　
　

議
長　

橋　

本　
　

亀

請
　
願

意
見
書
の
提
出

当
初
予
算

一
般
会
計
予
算

そ
の
他
の
特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）



議 会 だ よ り議 会 だ よ り

を
防
ぎ
、
ひ
い
て
は
医
療
費
の
抑

制
に
も
繋
が
る
と
い
う
こ
と
は
周

知
の
事
実
で
あ
り
、
多
く
の
自
治

体
が
調
査
結
果
を
親
御
さ
ん
に
お

知
ら
せ
を
し
、
親
子
で
自
発
的
に

体
の
こ
と
を
考
え
る
啓
発
活
動
も

行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

つ
い
て
は
、
村
内
に
お
け
る
食

育
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
６
点
お

尋
ね
い
た
し
ま
す
。

①
冒
頭
で
も
申
し
上
げ
ま
し
た

が
、
児
童
の
肥
満
傾
向
、
そ
し
て

幼
児
の
欠
食
傾
向
な
ど
は
、
村
内

に
お
い
て
顕
在
化
し
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

②
ま
た
、
肥
満
と
は
対
極
の
痩
身
。

（８）（９） 平成23年５月12日 平成23年５月12日

受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー
（
デ
ジ
サ

ポ
）
へ
依
頼
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
地
区
ご
と
の
対
策
の
結
論

を
得
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

当
面
の
対
策
と
い
た
し
ま
し
て
、

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
受
信
で
き

な
い
こ
れ
ら
の
難
視
地
域
に
お
き

ま
し
て
は
、
暫
定
対
策
と
い
た
し

ま
し
て
、
衛
星
放
送
を
利
用
し
て

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
番
組
を
見

て
い
た
だ
く
た
め
の
手
続
き
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

尚
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
受
信
契
約
を
さ

れ
て
い
る
家
庭
に
お
き
ま
し
て

は
、
ア
ン
テ
ナ
等
の
工
事
費
等
の

負
担
は
発
生
し
ま
せ
ん
。た
だ
し
、

こ
の
衛
星
放
送
は
、
東
京
放
送
で

あ
る
た
め
、
福
島
県
の
地
方
ニ
ュ

ー
ス
や
気
象
情
報
等
地
域
番
組
は

見
る
こ
と
が
で
き
な
い
デ
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。

　

村
で
は
、
地
区
説
明
会
等
に
よ

り
対
策
を
講
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
し
て
、
難
視
地
区
の
解
消

に
向
け
、
総
務
省
と
協
議
し
て
参

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

21
年
12
月
の
定
例
会
で
の

一
般
質
問
の
中
で
、「
説
明

会
を
開
催
し
地
域
ご
と
に
組
織
を

し
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
で
き
る
よ
う

対
応
し
て
い
き
た
い
」と
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。
村
長
は
山
小
屋
地
区

な
の
で
説
明
会
に
出
席
さ
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
が
、
副
村
長
は
地

区
説
明
会
に
出
席
さ
れ
ま
し
た
か
。

　

説
明
会
に
は
出
席
し
て
お

り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
報
告
を

受
け
全
体
の
状
況
を
把
握
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

難
視
地
区
の
戸
数
は
何
戸

か
。
衛
星
放
送
対
応
の
申
し

込
み
を
し
た
戸
数
は
何
戸
か
。
県

道
・
河
川
の
横
断
が
認
め
ら
れ
れ

ば
、
受
信
で
き
る
地
区
も
あ
る
わ

け
で
す
が
、
村
と
し
て
も
強
く
要

望
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

　

難
視
地
区
の
戸
数
は
２
２

４
世
帯
、
衛
星
放
送
対
応
の

申
し
込
み
に
つ
い
て
は
、
現
在
デ

ジ
サ
ポ
で
受
け
付
け
を
し
て
い
る

段
階
で
す
。
県
道
、
河
川
の
横
断

に
つ
い
て
は
、
今
後
状
況
に
応
じ

て
県
あ
る
い
は
総
務
省
と
協
議
を

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
、
移
行
ま
で
の
短
い

時
間
の
中
で
衛
生
放
送
の
申

し
込
み
を
受
け
、
工
事
が
間
に
合

う
か
ど
う
か
心
配
を
し
て
い
ま
す

が
、
是
非
間
に
合
う
よ
う
働
き
か

け
を
強
く
要
望
を
し
て
お
き
ま
す
。

　

次
に
、
難
視
地
区
に
該
当
し
説

明
会
に
出
席
さ
れ
て
い
な
い
方
々

へ
の
対
応
は
ど
の
よ
う
に
進
め
る

考
え
か
。

　

工
事
に
つ
い
て
は
万
全
を

期
す
よ
う
総
務
省
に
要
望
を

し
て
い
き
ま
す
。

　

高
齢
世
帯
、
難
視
地
区
以
外
の

地
区
も
含
め
て
、
職
員
な
り
関
係

者
で
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
移
行
に

つ
い
て
周
知
を
し
、
対
応
し
て
い

き
ま
す
。

　

難
視
地
区
以
外
へ
の
対
応

に
つ
い
て
、
広
報
誌
等
で
周

知
を
し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
ま
す

が
、
切
替
え
時
に
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
が
起
こ
る
の
で
は
な
い
か
と
心

配
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
村
と
し

て
は
ど
う
対
応
す
る
考
え
か
。

　

映
る
か
映
ら
な
い
か
早
め

に
確
認
を
と
っ
て
、
役
場
等

に
連
絡
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

今
後
も
広
報
誌
等
で
周
知
を

し
、
情
報
交
換
を
し
な
が
ら
、
映

ら
な
い
場
合
に
は
衛
星
放
送
を
す

す
め
な
が
ら
対
応
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

※東日本大震災により、岩手、宮城、福島の３県については、アナログ放送停波の延期について検討中。期間は最大で１年間。（総務省）

平
成
20
年
度
の
学
校
保
健
統

計
調
査
に
よ
れ
ば
、
福
島

県
内
の
肥
満
傾
向
児
童
の
出
現
率

は
５
歳
児
で
全
国
１
位
、
６
歳
・
８

歳
・
10
歳
で
は
い
ず
れ
も
３
位
と
な

っ
て
お
り
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成

19
年
度
の
調
査
で
は
、
県
内
幼
児

の
１
割
が
朝
食
を
食
べ
て
い
な
い
こ

と
も
報
告
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
を
受
け
、福
島
県
も
「
未
来

（
ゆ
め
）づ
く
り
食
育
事
業
」を
推

進
し
、「
食
育
」や
「
食
習
慣
」、「
食

の
安
全
」
や
「
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

食
事
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
改
善
・

指
導
を
行
な
って
き
て
お
り
ま
す
。

　

小
さ
い
頃
の
食
習
慣
が
将
来
の

生
活
習
慣
病
予
備
軍
に
な
る
こ
と

（
次
頁
へ
つ
づ
く
）

電
波
の
受
信
が
弱
く
、
テ
レ
ビ
が

映
ら
な
い
新
た
な
難
視
地
域
が
発

生
し
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
把
握
し
て
お
り
ま
す
新
た

な
難
視
地
域
は
、「
竜
崎
字
糀
屋

地
区
」「
四
辻
新
田
地
区
」「
北
須

釜
奥
撫
地
区
」「
山
小
屋
地
区
」「
南

須
釜
千
五
沢
、
青
井
沢
、
大
井
沢
、

小
半
弓
、
滝
作
、
狸
穴
、
柳
作
地

区
」
等
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

地
区
に
お
き
ま
し
て
は
、
総
務
省

東
北
総
合
通
信
局
と
と
も
に
説
明

会
を
開
催
し
、
ま
た
、
電
波
状
況

（
受
信
点
調
査
）
を
個
別
に
行
い
、

対
策
を
協
議
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

難
視
地
区
の
対
策
と
い
た
し
ま

し
て
は
、
共
同
受
信
施
設
（
共
同

ア
ン
テ
ナ
の
設
置
）
及
び
高
性
能

ア
ン
テ
ナ
を
個
々
に
設
置
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
が
、
国
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
助
成
を
受
け
る
に
は
、
難
視
地

区
に
指
定
さ
れ
た
エ
リ
ア
毎
に
共

同
ア
ン
テ
ナ
、
高
性
能
ア
ン
テ
ナ

の
ど
ち
ら
か
を
選
択
す
る
必
要
が

あ
り
、
現
在
各
地
区
に
お
い
て
結

論
が
出
て
い
な
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
地
区
説
明
会
並
び
に
地
区
民

と
の
懇
談
協
議
を
踏
ま
え
、
再
度

受
信
点
調
査
等
を
総
務
省
テ
レ
ビ

　

今
年
の
７
月
24
日
を
も
っ

て
ア
ナ
ロ
グ
放
送
か
ら
デ
ジ

タ
ル
放
送
へ
と
切
替
え
ら
れ
、
き

れ
い
に
見
え
し
か
も
必
要
な
時
に

必
要
な
情
報
が
ボ
タ
ン
を
押
す
だ

け
で
見
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
便

利
な
世
の
中
に
な
り
ま
す
。
国
の

取
り
組
み
と
は
い
え
、
村
民
一
人

ひ
と
り
が
等
し
く
こ
の
放
送
を
受

信
で
き
る
よ
う
村
と
し
て
も
十
分

対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
が
、
現
在
の
状
況
と
今
後

の
対
応
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
伴

う
現
状
と
今
後
の
対
応
に
つ

い
て
の
質
問
で
あ
り
ま
す
が
、
ご

承
知
の
と
お
り
今
年
７
月
24
日
か

ら
完
全
デ
ジ
タ
ル
化
へ
移
行
さ
れ

ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
移
行
に
よ

り
、
余
裕
が
で
き
る
電
波
を
携
帯

電
話
無
線
機
、
新
た
な
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
た
め
と
聞
い
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
テ
レ
ビ
に
つ
き
ま

し
て
も
高
画
質
、
字
幕
放
送
、
デ

ー
タ
放
送
が
充
実
さ
れ
る
と
承
知

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
現
在
ア
ナ
ロ
グ
放
送
で

テ
レ
ビ
が
見
ら
れ
て
い
る
家
庭
で

も
、
デ
ジ
タ
ル
化
移
行
に
よ
り
、

２議員が一般質問

3月定例議会 （3/10）

（▲印の項目は質問と答弁の内容を要約し
てお知らせいたします。）

①大和田　宏議員
▲地上デジタル放送に伴う現状と今後の対
応について

◦農業者戸別所得補償制度の実施に伴う対
応について

◦村内における交通事故の状況とその対策
について

②溝井丈樹議員
▲子供たちへの食育指導について
◦平成 23年度予算の特徴について
◦改正省エネ法について
◦一般質問等のその後について

大
和
田
　
宏 

議 

員

Ｑ　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
移
行
へ
の
対
応
は

Ａ　

情
報
交
換
を
し
な
が
ら
、
ス
ム
ー
ズ
に
移
行

で
き
る
よ
う
進
め
て
い
く

問答

答答

問

問問

問

問

溝
井
丈
樹
議 

員

Ｑ　

子
供
た
ち
へ
の
食
育
指
導
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ　

時
宜
を
得
た
教
育
が
で
き
る
よ
う
情
報
網
を

高
く
し
て
支
援
・
指
導
を
し
て
い
き
た
い
。

答答



議 会 だ よ り議 会 だ よ り

　

そ
れ
で
は
、
具
体
的
な
質
問
に

つ
い
て
お
答
え
を
い
た
し
ま
す
。

①
肥
満
傾
向
の
児
童
は
小
学
校
で

38
名
の
９
・
１
％
、
中
学
校
で
は

10
名
の
４
・
４
％
で
す
。
ま
た
、

幼
児
の
欠
食
状
況
で
す
が
、
時
々

寝
坊
を
し
て
食
べ
て
こ
な
い
子
ど

も
は
お
り
ま
す
が
、
毎
日
食
べ
て

こ
な
い
子
ど
も
は
ゼ
ロ
で
す
。
た

だ
、
小
中
学
校
で
毎
日
食
べ
て
こ

な
い
と
い
う
児
童
・
生
徒
は
残
念

な
が
ら
６
名
お
り
ま
す
。
理
由
と

し
て
は
親
が
朝
食
を
作
ら
な
い
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

②
痩
身
傾
向
は
小
学
生
で
３
名
、

中
学
生
で
２
名
お
り
ま
す
が
、
健

康
上
問
題
は
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
６
月
ま
で
に
行
わ
れ
る
定
期

健
康
診
断
の
結
果
に
つ
い
て
養
護

教
諭
が
ま
と
め
、
職
員
会
に
お
い

て
提
案
さ
れ
、
全
職
員
が
児
童
・

生
徒
の
身
体
状
況
を
把
握
し
て
対

応
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。ま
た
、

家
庭
へ
も
お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま

す
。
学
期
ご
と
に
身
体
測
定
を
実

施
し
、
大
幅
な
体
重
の
増
減
が
あ

っ
た
子
ど
も
に
対
し
て
は
個
別
に

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
全
体
的
な
女
性
の

体
と
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
栄
養
摂
取

（11） （10）平成23年５月12日平成23年５月12日

ギ
ー
調
査
や
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

④
毎
日
の
お
昼
の
放
送
で
地
元
産

食
材
の
紹
介
や
感
謝
、
郷
土
愛
な

ど
の一口
メ
モ
を
放
送
し
て
い
ま
す
。

⑤
給
食
時
間
の
訪
問
指
導
。
⑥
食

育
の
授
業
実
践
や
講
話
。
幼
稚
園
、

小
学
校
で
は
全
ク
ラ
ス
で
実
施
、

授
業
参
観
日
に
も
公
開
し
、
保
護

者
を
巻
き
込
み
理
解
と
協
力
を
得

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
中
学
校
に

お
い
て
は「
食
と
健
康
」を
主
な
内
容

と
し
た
講
話
を
実
施
し
ま
し
た
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
の
座
談
会
や
講
話
も

行
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
実
践
に

つ
い
て
、
成
果
と
課
題
を
考
察
す

る
た
め
に
、
攻
略
ブ
ッ
ク
取
り
組
み

の
前
と
後
の
様
子
、
教
職
員
や
児

童
生
徒
、
保
護
者
の
声
を
ア
ン
ケ

ー
ト
で
取
り
ま
と
め
評
価
を
し
、

玉
川
村
食
育
推
進
委
員
会
に
お
い

て
報
告
を
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

④
学
校
給
食
と
食
育
に
つ
い
て
は

切
り
離
し
て
進
め
ら
れ
る
も
の
で

は
な
く
、
給
食
を
通
し
た
食
育
指

導
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
か

ら
、
給
食
費
滞
納
に
よ
る
給
食
の

質
的
低
下
や
デ
ザ
ー
ト
を
減
ら
す

と
い
っ
た
こ
と
は
無
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
全
員
が
給
食
費
を
支
払

う
事
を
前
提
に
１
食
あ
た
り
の
金

額
で
給
食
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
季
節
や
物
価
の
変
動
に

よ
り
多
少
の
上
下
が
あ
る
と
い
う

の
が
実
態
だ
そ
う
で
す
。

⑤
体
力
の
低
下
や
食
事
と
運
動
の

バ
ラ
ン
ス
、
そ
し
て
⑥
の
炭
酸
飲

料
や
ジ
ャ
ン
ク
フ
ー
ド
の
件
に
つ

い
て
は
併
せ
て
お
答
え
い
た
し
ま

す
。
ご
指
摘
の
よ
う
に
、
保
護
者

の
車
に
よ
る
送
迎
の
数
は
集
団
登

校
を
行
う
川
辺
小
学
校
を
除
く
ど

の
学
校
で
も
多
く
な
っ
て
き
て
い

て
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
少
し
で
も
歩
く
よ
う
に
朝

の
徒
歩
登
校
を
奨
励
し
、
送
迎
の

場
合
で
も
学
校
か
ら
遠
い
所
で
乗

降
さ
せ
る
よ
う
呼
び
か
け
た
り
し

て
い
ま
す
。
体
力
作
り
に
つ
い
て

は
、
体
育
の
時
間
で
県
全
体
で
も

進
め
て
い
る
の
で
す
が
「
運
動
身

体
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
い
う
の
が
あ

り
ま
し
て
、
毎
時
間
、
導
入
部
分

で
取
り
入
れ
、
十
分
な
運
動
量
を

確
保
す
る
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

　

食
事
と
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
、
お
や

つ
と
の
係
わ
り
、
そ
の
中
で
炭
酸
飲

料
水
や
ジ
ャ
ン
ク
フ
ー
ド
も
含
め
、

成
分
表
な
ど
を
基
に
し
な
が
ら
、

保
健
領
域
で
の
授
業
、
家
庭
科
で

の
栄
養
と
健
康
な
体
に
つ
い
て
の
授

業
の
中
で
、
ま
た
、
給
食
関
係
や

心
身
と
も
に
健
康
で
あ
る
こ
と
な

ど
は
学
級
活
動
の
時
間
で
、
担
任
、

養
護
教
諭
、
栄
養
教
諭
、
栄
養
士

な
ど
と
の
チ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ

授
業
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
正

確
な
情
報
に
つい
て
は
、
教
材
、
保

健
関
係
の
広
報
新
聞
や
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
な
ど
を
活
用
し
た
り
掲
示
し
た

り
し
て
い
ま
す
。
啓
発
活
動
と
し

て
は
、保
健
便
り
、給
食
便
り
、
食

育
に
関
し
た
放
送
な
ど
の
活
用
や

食
に
関
し
た
授
業
参
観
、
保
護
者

会
で
の
食
育
講
座
な
ど
を
設
定
し

保
護
者
への
啓
蒙
も
図
って
い
ま
す
。

　

子
供
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
や

実
態
は
常
に
変
動
し
て
い
ま
す
が
、

教
育
現
場
で
は
こ
れ
ら
を
敏
感
に

受
け
止
め
、
家
庭
や
地
域
を
含
め

た
適
切
な
対
応
を
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
私
た
ち
教

育
委
員
会
と
し
ま
し
て
も
、
よ
り

時
宜
を
得
た
教
育
が
で
き
る
よ
う

情
報
網
を
高
く
し
て
支
援
・
指
導

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
ご
理
解
を
賜
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

※
紙
面
の
関
係
上
、
再
質
問
以
降

の
応
答
は
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

高
騰
に
よ
り
メ
ニ
ュ
ー
に
も
影
響

が
及
ぶ
と
懸
念
が
報
道
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
村
内
に
お
け
る
「
給
食

と
食
育
」と
の
関
係
性
に
つ
い
て
、

コ
メ
ン
ト
を
お
願
い
し
ま
す
。

⑤
親
御
さ
ん
に
よ
る
登
下
校
時
の

送
り
迎
え
は
、
体
力
の
維
持
・
向

上
の
面
か
ら
、
あ
る
い
は
食
と
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
と
の
関
係
か
ら
、
複

合
的
な
問
題
を
子
供
た
ち
に
与
え

て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ

ん
、
通
学
途
中
の
安
全
確
保
と
い

う
面
は
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
が
、
日
常
の
遊
び
の
中
で
な
か

な
か
体
力
を
使
わ
な
く
な
っ
て
き

た
子
供
た
ち
へ
は
、
食
事
と
運
動
の

バ
ラ
ン
スつい
て
、
ど
う
いっ
た
指
導
・

啓
発
を
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

⑥
子
供
た
ち
が
好
き
な
炭
酸
飲
料

に
含
ま
れ
て
い
る
糖
分
は
３
５
０
ml

の
缶
で
約
36ｇ
、
こ
れ
は
標
準
的
な

ス
テ
ィッ
ク
シ
ュ
ガ
ー
で
実
に
12
本
分

に
あ
た
り
ま
す
。
お
や
つ
と
し
て
の

炭
酸
飲
料
や
ジ
ャ
ン
ク
フ
ー
ド
は
、

最
近
の
研
究
で
は
子
供
た
ち
の
Ｉ
Ｑ

（
知
能
指
数
）
に
多
大
な
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
も
報
告
が
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
ら
に
対
す
る
正
確
な

情
報
提
供
や
啓
発
活
動
に
つ
い

て
、コ
メ
ン
ト
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

食
育
指
導
に
つ
い
て
は
、

福
島
県
の
様
々
な
統
計
調
査

等
の
実
態
把
握
か
ら
出
て
き
た
課

題
、
そ
し
て
県
教
育
委
員
会
重
点

施
策
の
具
体
化
に
向
け
、
村
内
幼

小
中
学
校
で
も
全
体
計
画
を
立
て

て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

幼
小
中
連
携
強
化
推
進
事
業
の

中
に
も
栄
養
教
諭
を
中
心
と
し
た

「
玉
川
村
食
育
推
進
委
員
会
」
を

位
置
づ
け
て
「
食
育
指
導
」「
生

活
習
慣
の
改
善
」
に
つ
い
て
重
点

的
に
進
め
て
お
り
ま
す
。
特
に
、

国
民
運
動
で
も
あ
る
「
早
寝
、
早

起
き
、
朝
ご
は
ん
」
の
重
要
性
に

気
づ
き
、
規
則
正
し
い
生
活
リ
ズ

ム
を
身
に
付
け
て
い
け
る
よ
う

「
生
活
リ
ズ
ム
モ
ン
ス
タ
ー
攻
略

ブ
ッ
ク
」
を
作
成
し
、
幼
稚
園
児

か
ら
中
学
生
ま
で
配
布
・
活
用
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

幼
稚
園
、
小
学
校
で
は
こ
の
冊

子
の
活
用
だ
け
で
な
く
、
劇
化
に

よ
る
指
導
、
保
護
者
も
一
緒
に
劇

を
見
て
考
え
る
な
ど
、
家
庭
の
協

力
を
得
な
が
ら
推
進
し
て
お
り
ま

す
。
具
体
的
な
指
導
の
場
と
し
ま

し
て
は
、
給
食
指
導
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
保
健
体
育
、
家
庭
科
、

学
級
活
動
等
で
あ
り
ま
す
。

特
に
女
子
児
童
・
生
徒
が
食
事
の

制
限
や
偏
っ
た
食
材
の
摂
取
を
行

い
、そ
の
こ
と
に
よ
り
、将
来
、骨
粗

鬆
症
や
低
出
生
体
重
児
（
２
．
５

㎏
未
満
）の
発
症
リ
ス
ク
が
高
ま
る

と
日
本
成
人
病
学
会
も
指
摘
し
て

お
り
ま
し
た
。
思
春
期
特
有
の
こ

う
いっ
た
傾
向
は
成
人
し
て
も
続
き
、

や
は
り
将
来
の
健
康
に
対
す
る
脅

威
で
も
あ
る
訳
で
す
が
、
村
内
に

お
け
る
実
態
把
握
と
指
導
方
法
な

ど
は
ど
う
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

③
食
育
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
栄

養
教
諭
の
果
た
す
役
割
が
大
変
重

要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
が
、

村
内
に
お
け
る
企
画
か
ら
評
価
報

告
ま
で
の
一
連
の
流
れ
に
つ
い

て
、
説
明
を
お
願
い
し
ま
す
。

④
例
え
ば
、
学
校
給
食
は
栄
養
価

ば
か
り
で
な
く
生
産
や
流
通
、
調

理
や
廃
棄
ま
で
を
含
め
た
一
連
の

過
程
が
学
習
で
き
る
「
食
育
」
に

と
っ
て
は
大
変
身
近
で
有
効
な
題

材
な
の
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、
一

方
で
、
給
食
費
の
滞
納
に
よ
り
食

材
の
質
を
落
と
し
た
り
、
デ
ザ
ー

ト
の
提
供
回
数
が
減
っ
た
り
と
、

自
治
体
の
苦
労
も
度
々
報
道
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
最
近
で
は
一
部
食
材
の

の
重
要
性
に
つ
い
て
は
、
保
健
体

育
の
保
健
領
域
や
家
庭
科
で
の
指

導
内
容
で
も
あ
り
、授
業
の
中
で
、

更
に
学
級
活
動
の
時
間
で
も
指
導

を
し
て
い
ま
す
。

③
栄
養
教
諭
の
数
は
現
在
県
下
で

24
名
で
す
が
、
そ
の
中
の
１
名
が

玉
一
小
に
配
置
さ
れ
て
お
り
ま
す

の
で
、
お
陰
様
で
充
実
し
た
食
育

指
導
が
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
栄
養

教
諭
は
栄
養
士
と
違
っ
て
授
業
も

積
極
的
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す

し
、
共
同
調
理
場
の
受
配
校
を
含

め
た
地
域
の
食
育
指
導
の
推
進
も

行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
栄
養
教
諭
に
よ
る
主

な
食
育
の
取
り
組
み
は
、
①
栄
養

バ
ラ
ン
ス
や
地
産
地
消
に
配
慮
し
た

「
給
食
の
献
立
作
成
」を
し
て
い
ま
す
。

家
庭
配
布
の
献
立
表
に
も
「
今
日

の
給
食
を
補
う
よ
う
家
で
と
り
た

い
食
品
」
な
ど
と
記
入
さ
れ
る
項

目
も
あ
っ
た
り
し
て
工
夫
が
凝
ら
さ

れ
て
い
ま
す
。②
給
食
便
り「
学
校・

家
庭
・
地
域
・
み
ん
な
で
食
の
大
切

さ
を
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
！
食

育
Ｑ
＆
Ａ
」
な
ど
を
発
行
し
、
朝

食
摂
取
の
必
要
性
や
家
庭
団
欒
の

食
事
の
必
要
性
、
感
謝
の
心
な
ど

を
伝
え
て
お
り
ま
す
。
③
ア
レ
ル

答

※玉一小の栄養教諭・泉政子先生は、３月末をもって定年となりましたが、４月以降も栄養技師として７月末日まで食育指導にあたっていただいております。

新議員の紹介 　４月の統一地方選挙で村議会議員（欠員２名）の補欠選挙が行われ、飯
島三郎氏と添田四郎氏が無投票当選しました。新議員２名を紹介します。

― 今回、議員になろうと思った動機は？
　「南須釜地区に議員がひとりも無く、地域の発展に
努めたいと思ったことです。」
― どのような村にしたいですか？
　「明るく積極的に安心して住める村にしたいですね。」
― 議員としてどのようなことをやりたいですか？
　「まずは地震の被災者の支援に力を入れたいです。
石川母畑ＩＣ付近の開発にも力を注ぎたいです。」

　今年は行政区長も務めており忙しい毎日となりそう
です。南須釜字柳作の自宅に妻、子ども夫婦、孫の５
人暮らし。64 歳。

飯 島 三 郎 議員

― 今回、議員になろうと思った動機は？
　「安心安全でもっと元気な村、住みたくなる村にす
るためですね。」
― どのような村にしたいですか？
　「安心安全で元気な村にしたいですね。」
― 議員としてどのようなことをやりたいですか？
　「今は１日も早く上下水道と村道の復旧に、また、
各世帯の１日でも早い復旧を支援したいです。出来る
なら老人や身障者の福祉向上に努めたいです。」

　過去に２期務めた村議に復帰して意欲満々です。小
高字向久保の自宅に妻と２人暮らし。76 歳。

添 田 四 郎 議員
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